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公共施設の耐震天井セミナー
～庁舎・議場・文化施設・文教施設・社会福祉施設・医療施設・防災拠点等の天井耐震化対策～

開催日 ： 2019年7月30日（火） 13：30～16：30（受付13：00）
開催場所： 大阪国際交流センター 小ホール

東日本大震災や熊本地震では大規模空間の天井の脱落が問題となりました。特に、避難所となる施設の天井が

脱落したことから、防災拠点としての機能が果たせない事例が散見されました。

JACCAでは、防災拠点となる公共施設等に焦点をあて、市民のいのちを守ることを使命とし、天井の耐震化を

全国に普及するため自治体関係者様を対象に耐震天井セミナーを開催します。

基調講演

特別講演

耐震天井セミナー

市民が集う公共施設の設置者、所有者、管理者および建築技術者（自治体担当者）を対象にしております。

建物を所管する部署の方には、天井の耐震化を重要な事として認識していただき、一刻も早く対策を講じてい

ただくために必要な情報を発信いたします。設計業務や工事等を担当する建築技術関係者の方には、天井に関

る法律や仕様書の理解と正しい耐震天井の見分け方、設計や施工上の確認事項等を理解していただきます。

なお、このセミナーは公益社団法人全国公立文化施設協会との共催となっており、愛知県をはじめ、岐阜県、

三重県、静岡県の自治体関係者へご案内しています。

本セミナーは全国11会場にて開催いたします。

１章 地震等による公共施設の天井落下被害

２章 天井告示、定期調査報告、国家賠償法等

３章 所有者（設置者）・管理者等所管部署の法的責任

４章 技術者向けブレース検討書の法適合確認のポイント

５章 公共建築工事標準仕様書による天井の基本構造

６章 天井の必要性と耐震改修方法7種類の長所・短所

７章 パノラマ画像を利用したJACCA天井耐震診断

８章 耐震天井設計・施工事例の工期・予算と補助制度

９章 まとめ

【講演内容】

日本耐震天井施工協同組合

報道関係者各位

日時 会場 講師 日時 会場 講師

2019/6/6 愛知県芸術文化センター アートスペースＡ A 2019/9/11 広島県情報プラザ 多目的ホール A

2019/6/11 建築会館 ホール A 2019/9/12 リファレンス駅東会議室 ５階 V-1 A

2019/7/3 せんだいメディアテーク スタジオシアター A 2019/9/19 石川県勤労者福祉文化会館 ホール B

2019/7/11 大宮ソニックシティ 602号会議室 B 2019/9/25 浦添市てだこホール 市民交流室 A

2019/7/30 大阪国際交流センター 小ホール A 2019/10/15 サンポートホール高松 54会議室 B

2019/8/6 かでる2・7北海道立道民活動センター 大会議室 A

【講義概要】

A＝基調講演あり／B＝特別講演あり

「非構造部材の地震被害と耐震化」

清家 剛 東京大学大学院 新領域創成科学研究科教授 博士（工学）

「施設設置者へのメッセージ」

安岡 正人 東京大学名誉教授 工学博士

「公共施設の耐震天井セミナー」

塩入 徹 日本耐震天井施工協同組合 技術委員長



【背景】

2011年3月11日に発生した東日本大震災で、体育館、劇場などの大規模空間を有する建築物の天井が脱落する

被害が生じ人命が失われる施設がありました。

この被害を受け、2013年7月に建築基準法が改正され、天井の新しい耐震基準が設けられました。これにより、

新築の「特定天井」（※1）に該当する天井は国交省の定める構造方法を用いて設計することが義務付けられま

した。

また、2016年4月14日、16日に発生した熊本地震でも大規模空間の天井の脱落が問題となりました。特に、避

難所となる施設の天井が脱落し、防災拠点としての機能が果たせない事例が散見されました。

これをうけて、2016年6月1日に通知された国住指第669号（※2）より、「先般の熊本地震における天井被害の

状況を鑑み、地震時における天井の損傷や脱落による被害を防止するためには、増改築等を行う予定のない建

築物においても、増改築等の機会を待たずして特定天井の改修を行うことが望まれるところである。特に、庁

舎、学校、医療施設、公民館、駅等、地震後の様々な応急対策活動の拠点や避難所となりうる施設や固定した

客席を有する劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂、集会場等の施設については、対策の促進を図る必要が

ある。」と助言されています。

地震調査研究推進本部地震調査委員会の長期評価によると、南海トラフ（※3）沿いの地域においては、マグ

ニチュード8～9クラスの地震が今後30年以内に発生する確率は70～80％（平成31年1月1日現在）とされており、

大規模地震発生による切迫性が指摘されていることから、JACCAでは、防災拠点となる公共施設等に焦点をあ

て、国民のいのちを守ることを使命とし、天井の耐震化を全国に普及するため耐震天井セミナーを開催します。

※1： 6ｍ超の高さにある、面積200㎡超、質量2kg/㎡超の吊り天井で人が日常利用する場所に設置されているもの。脱落によっ
て重大な危害を生ずるおそれがある天井
※2：「建築基準法の一部を改正する法律等の施行について（技術的助言）」の第3号8特定天井に係る規制の合理化等について(2)
※3：南海トラフ地震とは、駿河湾から日向灘沖にかけてのプレート境界を震源域として概ね100～150年間隔で繰り返し発生して
きた大規模地震

【講演者】

■東京大学大学院 新領域創成科学研究科教授 博士（工学） 清家 剛

専門分野は建築構法計画および建築生産。建築生産の視点から、生産と設計の関係、建築技術の継承に関する

研究、外壁を中心とした非構造部材の耐震性に関する研究などを行ってきた。特に非構造部材の耐震性の分野

では、兵庫県南部地震の被害調査報告を多数行うとともに、構造体との関連などの被害原因の分析を行った。

東日本大震災の被害も分析し、国土交通省や文部科学省の非構造部材に関する基準類の制定、改正にも参加し

ている。

■東京大学名誉教授 工学博士 安岡 正人

専門分野は音響および振動関係。居住性能評価や地球環境問題等も含む。設計計画の実務では劇場・ホール等

の音響設計やテーマパーク等の音環境計画等多数。ミューザ川崎の天井崩落被害調査委員、JACCAの「屋内運

動場等の天井等耐震対策設計の手引」編集委員会主査を務められた。

■日本耐震天井施工協同組合 技術委員長 塩入 徹

公益社団法人全国公立文化施設協会コーディネーター、一般社団法人全国室内工事業協会東北支部技能検定講

師、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構愛知支部能力開発セミナー講師等を務める。地方自治体お

よび教育委員会、建築士事務所協会、建築士会等を対象とした天井に関する講演多数。JACCA天井耐震診断士

認定講習会や耐震天井施工研修会等の講師を務め、耐震天井に係る技術者を育成している。

プレスリリースに関するお問い合わせ先
日本耐震天井施工協同組合 事務局 広報担当 佐々木
TEL：03-3539-6569 FAX：03-3539-6670
E-mail：info@jacca.or.jp

※取材にお越しいただく際は、事前のご連絡をお願いいたします。


